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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者や関係機関と連携し、情報の共有を密に行うことで事

業所以外でも同じ知見で課題に取り組んでいただけるように

する。

2
場面に応じたお友達とのやりとりが円滑に進むようサポート

する。

3
家族が参加できるイベントや保育所などが気軽に足を運んで

いただけそうな機会を設ける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者参観などを企画し、保護者同士が顔を合わせる機会を

作ることから始める。

2 第三者評価を受けることで業務改善に繋げていく

3
将来的には開催できることを検討しているため実施に向けて

進めていく

子どもの特性に応じた柔軟な支援の提供
集団活動においても一人一人に見合った課題を設けて臨機応変

に取り組んでいる。

地域の特性を活かした積極的な活動

近隣に公園が沢山ある環境を活かし、積極的に野外での活動を

行っている。そのなかで、体力の向上を図るだけでなく、遊び

を通して公園での約束を大切にするなど、社会性を学び習得を

図る機会を作っている。

保護者や関係機関との連携
日頃から、保護者や学校、他事業所などと連絡を取り合い、情

報を共有している。

家族等も参加できる研修会等が行われていない まずは職員が研修を重ねることが必要である

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母会を実施できていない 開所して間もない為、今後は実施できるよう準備を進めている

第三者評価が実施できていない 開所して間もない為、今後は実施できるよう準備を進めている

2026年　２月　２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　３月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 てぃーだ　かすみ(児童発達支援・放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
2026年　２月　２日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


